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１．研究計画の概要 
本研究では、ヨウスコウカワイルカが生息し
ている可能性のある三峡ダム下流の宜昌市
から上海市までの流域 1500km を、動物の発
する声をたよりに曳航式水中マイクロホン
により探査し、本種を発見・捕獲して、絶滅
の危機から救うことを目的とする。さらに、
生息密度の高いホットスポットにおいては、
定点型観測機器を用いて数ヶ月に渡る重点
的な調査を行い、ヨウスコウカワイルカの回
遊行動や摂餌努力量を明らかにすることで、
生息場所の利用状況を高い時空間精度で把
握する。ヨウスコウカワイルカは水の中で周
辺を探索できる生物ソナー音と、通信用のホ
イッスルと呼ばれる比較的低い周波数の声
を有している。濁った揚子江では、目視調査
による動物の発見には限界がある。そこで本
研究では、曳航式と定点型の水中マイクロホ
ンシステムを駆使し、声を受信することで広
大な揚子江に生息するヨウスコウカワイル
カを探知する。同じく揚子江に生息する貴重
な淡水イルカであるスナメリも、同じ手法で
全流域の観測を行う。 
最新の水中音響技術を淡水イルカに適用す
ることで、マクロスケールでの揚子江全域分
布地図とミクロスケールでの詳細な水中行
動が明らかになる。危急種の基礎的な行動生
態情報から保全を推進する捕獲作業支援へ
の応用まで、幅広い知見を得ることができる。 
 
２．研究の進捗状況 

平成１９年度は、揚子江に生息する
小型鯨類の分布域である三峡ダム下流
の 宜 昌 市 か ら 上 海 市 ま で の 流 域
1700km を、動物の発する声をたより

に曳航式水中マイクロホンにより探査
し、ヨウスコウカワイルカとスナメリ
の分布を明らかにした。小型鯨類は水
の中で周辺を探索できる生物ソナー音
を頻繁に発している。濁った揚子江で
は、目視調査による動物の発見には限
界がある。そこで本研究では、鯨類の
ソナー音を受信することで広大な揚子
江に生息する２種のイルカを探知した。
中国揚子江の水位が下がりイルカの発
見が容易になる乾期に、ステレオ式水
中マイクロホンを曳航し、1kHz から
150kHz までの広い周波数帯域の音波
をモニタしながらヨウスコウカワイル
カとスナメリの声を探索した。同時に
行った目視調査は、米海洋大気庁と中
国科学院水生生物研究所の研究者・学
生らによって実施された。その結果、
残念なことにヨウスコウカワイルカは
ほ ぼ 絶 滅 し た 可 能 性 が 示 唆 さ れ た
(Turvey et al., Biol. Lett. 2007)。一方
スナメリについては武漢から南京まで
の広い範囲でいくつかの密度が濃いホ
ットスポットが同定された (Zhao et 
al., Biological Conservation, 2008)。
なかでも江西省湖口市付近の揚子江本
流（八里江口地域）およびその上流側
のポーヤン湖に非常に密度の高い水域
が存在することを確認した。  

そこで平成２０年度は、高密度地域
において長期間にわたる生息場所利用
状況の観測を行った (Kimura et al., J. 
Acout. Soc. Am., 2009)。すなわち、記
録された音響信号から摂餌や回遊に関
連したソナー音を抽出し目視観測結果



と比較することで、定量的な音響定点
観測手法が完成した。A-tag と呼ばれ
るソナー音録音装置 (ML-200AS2, マ
リンマイクロテクノロジ , 埼玉 )は、水
中で最長１ヶ月の連続運転が可能であ
り、長期間の昼夜モニタリングが可能
であった。一方、小型船にステレオ式
曳航型水中マイクロホンを装備し、生
息域の両岸および中央部を複数回往復
する観測も実施した。これらの調査に
より、ホットスポット周辺でのイルカ
の空間分布が 1km 区間毎の細かい空
間精度で明らかになった。  

本研究で開発された調査手法が国内
外で応用され始めた。ヨウスコウカワ
イルカの次に絶滅が危惧されているカ
リフォルニア湾のコガシラネズミイル
カ（メキシコ）の探索に本装置を投入
された (Nature 456, 431-431 に紹介記
事 )。長崎県の大村湾に生息する日本で
最小のスナメリ個体群では、東シナ海
への出口である針尾瀬戸における季節
的・日周期的な変動が定点型システム
で 確 認 さ れ た (Marine Biology in 
press)。さらに、本研究の曳航型シス
テムがインドのガンジスカワイルカに
適用され、微細な空間分布構造が明ら
かになった。独立した個体群としては
もっとも小さく絶滅が危惧されるアラ
スカのクック湾におけるシロイルカへ
の海中工事雑音影響評価の予備実験に
も本手法が適用された。 
平成２１年度には、武漢―上海間を運行

する貨物船に本装置を装備することで、広
域にわたるスナメリの分布を自動観察した。
その結果、これまで同一個体群と考えられ
ていたヨウスコウスナメリの分布が南京市
下流域で分断化される兆候が認められた。
分子生物学的な指標では検出することが難
しい短期間で起こる分断化のモニタリング
に、音響観測は有用と考えられた。本調査
は、中国科学院水生生物研究所のカワイル
カ研究グループの協力を得て行った。揚子
江における２年以上にわたる長期定点モニ
タリングによる季節動態や群れサイズの推
定結果について報告した（米音響学会誌
124,125）。さらに新たに生物装着型記録装
置を用いて、スナメリが摂餌中に体を回転
させながらソナーのビームを振っている行
動を初めて確認した (J.Exp.Biol.213)。こ
のデータは、次年度予定している定点音響
観測手法による個体密度推定モデルに応用
される。一方、これらの成果は第五回生物
ソナー国際シンポジウムで招待講演として
発表された。 

 
３．現在までの達成度 

これまでに、ヨウスコウスナメリのマク
ロスケールの分布からミクロスケールの行
動まで明らかになり、当初目的はすでに達
せられたと判断される。 
 
４．今後の研究の推進方策 

本研究で開発した音響観察手法は、現在
日本を含む世界各地で応用されている。台
湾西部海域では国立台湾大と共同で工業地
域の港湾周辺におけるシナウスイロイルカ
の遊泳行動を明らかにしつつある。イスタ
ンブール大学との共同研究では黒海と地中
海を結ぶボスポラス海峡で鯨類の移動に明
瞭な日周性を認めた。デンマーク環境研究
所、米海洋大気庁、インド工科大学、プー
ケット海洋生物研究所、香港大学、中国第
三海洋研究所、長崎大学、大阪海遊館とも
共同研究を開始した。本科研費で開発され
た手法を積極的に応用し、小型鯨類の保全
に役立ててゆきたい。 
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